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　は
じ
め
に

　愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
知
県
内

で
出
土
し
た
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究
を
通
し
て

愛
知
県
の
歴
史
や
名
も
無
き
先
人
た
ち
の
足
跡
を

掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
県
民
の
皆

様
に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
郷
土
へ
の

深
い
愛
情
は
先
人
の
遺
産
の
継
承
が
あ
っ
て
こ
そ

育
ま
れ
ま
す
。
そ
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
私
た
ち

は
努
め
ま
す
。

　さ
て
、
本
年
度
の
発
掘
調
査
は
三
河
地
域
が
中

心
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
が
所
在
す
る

地
域
の
皆
様
に
は
、
発
掘
調
査
の
最
新
情
報
を
発

掘
ニ
ュ
ー
ス
や
現
地
説
明
会
で
お
伝
え
す
る
予
定

で
す
。
そ
れ
以
外
の
地
域
の
皆
様
も
当
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
発
信
す
る
最
新
の
情
報
に

触
れ
て
頂
き
、
是
非
現
地
説
明
会
へ
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
弥
富
市
で
、
春
・
夏
・
秋
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
春
は
二
〇
一
四
年
度
の

出
土
資
料
を
、【
埋
蔵
文
化
財
新
出
土
品
展
『
や

と
み
新
発
見
展
』】
と
し
て
、
今
回
は
「
山
の
考
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秋の 歴史講座 今年は6回開催！

海部地域の考古学情報を
6人の講師が解説。

海部海部の考古学
あ ま

名古屋市博物館にて開催！
2015年11月29日（土）30日（日）

2015考古学の祭典

考古学セミナー考古学セミナー

平成 27 年度　発掘調査成果報告会

平成28年３月開催予定！

古
学
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
し
ま
す
。
出
土
品
や
解

説
を
ご
覧
に
な
り
、
三
河
山
間
地
の
生
活
の
様
子

を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
夏
に
は
、セ
ン
タ
ー

の
仕
事
を
皆
様
に
ご
理
解
し
て
頂
く
た
め
に
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
楽

し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
秋
に
は
家

族
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
発
掘
体
験
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。【
連
続
歴
史

講
座
】
で
は
「
海
部
の
考
古
学
」
を
テ
ー
マ
に
、

遺
跡
や
遺
物
の
特
徴
か
ら
海
部
地
区
の
歴
史
を
考

え
ま
す
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
一
部
展
示
を
行
い
ま

す
。　そ

し
て
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
ま
と

め
と
し
て
【
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
『
愛
知
の
考
古
学

二
〇
一
五
』】
を
名
古
屋
市
博
物
館
で
開
催
し
ま

す
。
愛
知
県
で
考
古
学
に
関
わ
る
人
た
ち
が
集
い
、

最
新
の
情
報
を
発
表
し
、
交
換
す
る
大
切
な
機
会

で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
本
年
度
も
積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
ま
す
。

　愛
知
県
内
で
活
動
し
て
い
る
考

古
学
系
研
究
会
に
は
【
三
河
考
古

学
談
話
会
】【
名
古
屋
東
ア
ジ
ア
史

研
究
会
】
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は

西
三
河
部
会
と
東
三
河
部
会
に
分

か
れ
て
、
平
成
一
七
年
五
月
か
ら

月
例
開
催
を
続
け
て
い
ま
す
。
後

者
も
五
一
回
を
数
え
ま
す
。
ま
た

【
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
】
も
よ
う
や

く
再
開
し
ま
し
た
。

　研
究
会
は
事
務
局
・
発
表
者
・

参
加
者
な
ど
多
く
の
人
々
の
共
同

作
業
で
す
。
し
か
も
、
関
係
者
そ

れ
ぞ
れ
が
平
等
か
つ
自
主
的
に
研

究
会
の
運
営
に
携
わ
る
気
構
え
も

必
要
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
愛

知
県
内
に
複
数
の
研
究
会
が
並
立

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
高
い
意

識
が
共
有
さ
れ
、
ま
た
研
究
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
重

要
な
点
は
、
研
究
会
を
支
え
て
い

る
人
た
ち
の
多
く
が
埋
蔵
文
化
財

保
護
行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　発
掘
調
査
は
、
大
学
が
研
究
目

的
に
小
面
積
で
行
な
う
の
も
、
行

政
が
開
発
行
為
に
伴
っ
て
実
施
す

る
の
も
、
同
様
に
遺
跡
を
毀
損
し
、

破
壊
し
ま
す
。
後
者
の
場
合
、
史

跡
整
備
で
な
け
れ
ば
発
掘
調
査
は

あ
く
ま
で
次
善
の
策
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
発
掘
調
査
を
回
避
す

る
こ
と
が
最
優
先
課
題
で
す
。
ど

展望「考古学セミナー愛知の考古学二○＊＊」への思い展望「考古学セミナー愛知の考古学二○＊＊」への思い

う
に
も
発
掘
調
査
止
む
な
し
と

な
っ
た
時
に
、
遺
跡
を
記
録
の
上

で
保
存
す
る
こ
と
が
担
当
者
の
使

命
と
な
り
ま
す
。
が
、
そ
こ
に
矛

盾
が
あ
り
ま
す
。

　価
値
の
高
い
記
録
を
残
す
能
力

は
、
相
当
の
発
掘
調
査
を
経
験
し

な
け
れ
ば
身
に
付
き
ま
せ
ん
。
試

行
錯
誤
を
続
け
、
自
己
嫌
悪
に
陥

り
な
が
ら
小
さ
な
破
壊
を
積
み
重

ね
て
大
き
な
成
果
を
得
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
始
ま

り
が
小
さ
な
破
壊
で
あ
っ
て
も
、

日
々
慣
れ
て
し
ま
い
大
き
な
破
壊

に
至
る
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
報
告
書
の
内

容
が
劣
れ
ば
、
遺
跡
の
価
値
は
無

に
帰
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。　お

互
い
に
研
鑽
の
成
果
を
発
表

し
、
共
有
し
、
刺
激
し
合
う
上
で
、

さ
ら
に
遺
跡
に
対
す
る
倫
理
観
を

確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

研
究
会
は
不
可
欠
で
す
。
も
し
、「
考

古
学
セ
ミ
ナ
ー

　愛
知
の
考
古
学

二
〇
＊
＊
」
が
そ

こ
ま
で
の
高
み
に

至
っ
た
な
ら
、
県

民
の
皆
さ
ん
と
考

古
学
・
埋
蔵
文
化

財
を
よ
り
一
層
近

い
も
の
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

考古楽
観察日記

by　紗雪　by　紗雪　

どなたでも楽しんでいただけるイベント 大人を対象としたイベント

　
平成 27年度　イベント案内
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4（土）
|

19（日）

埋蔵文化財新出土品展『やとみ新発見展”（しんはっけんでん）！』　予約不要・参加費無料
　昨年度の発掘調査成果について、県内で一番早く展示解説を行います。
　　4月 4日（土）・5日（日）は考古楽（こうこがく）縁日開催！

下旬
|

上旬
|

下旬

センター公開事業『バックヤードツアーと考古学体験』 期間中、バックヤードツアーや考古学講座を開催。
　＊＊バックヤードツアー&展示解説　予約不要・参加費無料
 　午前 10時に２階受付前に集合
 　開催日：7月下旬・8月上旬・8月下旬

　＊＊考古学体験　　要予約・参加費無料
　 拓本や実測図体験、ガラス玉作成などを埋開催
 開催日：バックアヤードツアー開催日の午後 1時から午後 3時

  3（土）
17（土）

31（土）

14（土）

28（土）
29（日）

上旬

家族の絆作り事業『家族で歴史を体験発掘！』要予約
　☆遺跡の発掘体験を通じて、家族の絆を深めましょう！　
　　 ○開催時期：10月上旬　　○体験遺跡：未定

歴史講座『海部の考古学』予約不要・参加費無料
　☆設楽地域などの山間部の発掘調査成果を踏まえ、海部地域の考古学情報について、6人の講師が解説。
　○会場：埋蔵文化財調査センター２階研修室　時間：午前 10時～12時

 ①   9 月  5 日（土）：地形のこと 鬼頭　剛
 ②  9 月 19 日（土）：縄文・弥生のこと 宮腰健司

 ③10 月   3 日（土）：古墳のこと 早野浩二
 ④10 月 17日（土）：古代のこと 永井邦仁
 ⑤10 月 31 日（土）：古代・中世のこと 武部真木

 ⑥11 月 14日（土）：戦国のこと 鈴木正貴

2015 年度『考古学セミナーあいちの考古学 2015』予約不要・参加費無料
　愛知県内と近隣の情報を手に入れることができるビックイベント！

　　日時：4月 4日（土）・5日（日）
　　会場：名古屋市博物館　地階講堂（発表）・展示説明室（ポスターセッション） 

発掘調査成果報告会『新設楽発見伝！』　予約不要・参加費無料
　平成 27 年度の設楽地区の発掘調査成果の報告会です。　詳しくはHPにて。

上旬

  5（土）
19（土）

どなたでも

大人向き

どなたでも

どなたでも

大人向き

大人向き
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ひめした
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安城市
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寄島遺跡
安城市
しもかけ
下懸遺跡

豊田市
ひがしこざさ
東小笹遺跡

設楽町
にし じ  ・ ひがしじ
西地・東地遺跡
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安
城
市
小
川
町

　
本
年
度
の
調
査
で
は
、
古
墳
時

代
以
前
の
自
然
河
道
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
河
道
の
南
側
の
自
然

堤
防
上
に
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
建

物
跡
を
２
棟
検
出
し
ま
し
た
。
自

然
河
道
の
北
側
で
は
、
古
墳
の
周

溝
と
推
定
さ
れ
る
溝
の
続
き
と
、

方
形
周
溝
墓
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
姫
下
遺
跡
と
の
境
界
に
あ
た

る
Ｅ
区
で
竪
穴
建
物
跡
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
集
落
が
姫
下

遺
跡
の
方
に
展
開
し
て
行
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
も
か
け

下
懸
遺
跡

安
城
市
姫
小
川
町

　
今
回
の
調
査
区
は
、
こ
の
遺

跡
の
南
端
を
区
切
る
と
推
定
さ

れ
た
旧
河
道
よ
り
も
南
側
に
な

り
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
古
墳

時
代
前
半
の
竪
穴
建
物
や
、
平

安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど

が
確
認
さ
れ
、
集
落
が
展
開
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
な
か
で
も
で
一
辺
が

10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
竪
穴
建

物
跡
は
、
愛
知
県
で
も
あ
ま
り

見
つ
か
っ
て
い
な
い
最
大
級
の

大
き
さ
で
す
。

よ
せ
じ
ま

寄
島
遺
跡

安
城
市
小
川
町

　
今
年
度
の
調
査
で
は
、
主
に

古
墳
時
代
の
溝
群
や
小
土
坑
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
溝
群
は
幅

40
セ
ン
チ
、
深
さ
20
セ
ン
チ
程

度
の
溝
が
数
条
、
平
行
し
て
走

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
遺

構
群
は
、
下
懸
遺
跡
と
寄
島
遺

跡
で
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
幅
３
メ
ー
ト
ル

で
深
さ
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
東
西

方
向
へ
走
る
溝
を
一
条
確
認
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
確

認
さ
れ
て
い
な
い
形
の
溝
で
、

古
墳
時
代
前
半
の
土
師
器
の
壺
、

甕
、
高
杯
が
出
土
し
ま
し
た
。

ひ
め
し
た

姫
下
遺
跡

豊
田
市
渡
刈
町

　
水
入
遺
跡
は
、
平
成
十
・
十

一
年
度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら

鎌
倉
時
代
の
集
落
遺
跡
で
す
。
今

回
は
、
豊
田
東
IC
の
料
金
所
の
増

設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
し
た
。
発

掘
調
査
で
は
狭
小
な
面
積
に
も
関

わ
ら
ず
、
多
数
の
遺
構
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
遺
物
は
少
量
し
か
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遺
構

が
高
密
度
で
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

み
ず
い
り

水
入
遺
跡

調査区は狭いけれど。。

鹿乗川流域の遺跡群　古墳時代の集落を確認 !!

ご
ん
ろ
く

権
六
遺
跡

知
多
郡
美
浜
町
大
字
野
間

　
名
鉄
野
間
駅
の
西
側
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
中
世

の
掘
立
柱
建
物
１
棟
、
竪
穴
建
物

１
棟
、
柱
穴
列
４
列
以
上
、
溝
10

条
、
土
坑
・
柱
穴
多
数
と
、
江
戸

時
代
後
期
以
後
の
井
戸
２
基
、
溝

２
条
、
土
坑
多
数
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
ま
た
出
土
遺
物
で
は
、

古
墳
時
代
前
期
後
半
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
の
土
器
な
ど
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。

源義朝の伝承地の隣

　平安時代を確認 !!

平
成
26
年
度
の

発
掘
調
査
成
果

  

ま 

ん 

ぜ

万
瀬
遺
跡

設
楽
町
川
向

　
万
瀬
遺
跡
は

豊
川
の
支
流
の

一
つ
で
あ
る
境

川
右
岸
の
東
向

き
の
斜
面
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、

縄
文
時
代
の
注

口
土
器
や
深
鉢

の
破
片
、
叩
石

な
ど
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
遺
構
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

鎌
倉
時
代
の
も
の
と
し
て
、
鍛
冶
炉
を
持
つ
竪
穴
状
遺
構
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
井
戸
や
土
坑
な
ど
、
江
戸

時
代
に
関
わ
る
も
の
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
井
戸
は
す
べ
て

円
筒
形
に
掘
削
さ
れ
た
素
掘
り
の
も
の
で
し
た
。
柱
穴
も
確

認
で
き
、
掘
立
柱
建
物
が
数
棟
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

ま
た
調
査
区
の
北
西
部
に
集
石
遺
構
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
集
石
遺
構
の

最
下
部
か
ら
被
熱

痕
と
敲
打
痕
が
残

る
台
石
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
の

台
石
は
、
鍛
冶
作

業
に
伴
う
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
出

土
し
た
陶
磁
器
や

土
器
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
も
の
で

す
が
、
一
部
江
戸

時
代
初
期
ま
で
遡

る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　

 

に 

し 

じ

　
　
　ひ
が
し
じ

西
地
・
東
地
遺
跡設

楽
町
大
名
倉

　
西
地
・
東
地
遺
跡
は
、
標
高
約
450
メ
ー
ト
ル
、
寒
狭

川
左
岸
の
緩
傾
斜
地
お
よ
び
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
ま

す
。
調
査
範
囲
の
東
部
で
は
４
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
石

流
堆
積
物
の
上
に
、
近
世
の
埋
葬
遺
構
を
確
認
し
ま
し

た
。
西
部
で
は
、
縄
文
時
代
と
近
世
前
半
以
前
の
遺
構

や
遺
物
を
、
良
好
な
状
態
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
近
世
で
は
、
炉
跡
や
竪
穴
状
遺
構
、
掘
立
柱
建
物
な

ど
が
あ
り
、
炉
跡
や
竪
穴
状
遺
構
の
周
辺
で
は
、
鉄
滓

や
赤
色
化
し
た
台
石
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
竪
穴
建
物
跡
５
棟
、
袋
状
土

坑
５
基
以
上
、
土
器
埋
設
遺
構
２
基
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
竪
穴
建
物
跡
３
棟
に
は
、

石
囲
炉
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
後
期
初
頭
の
竪
穴
建

物
跡
２
棟
の
う
ち
一
つ
に
は
、
建
物
の
中
央
に
土
器
敷

炉
が
、
南
西
端
の
床
下
に
埋
甕
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

別
の
竪
穴
建
物
は
、
中
央
部
付
近
に
土
器
敷
炉
が
あ
り
、

そ
の
脇
に
入
れ
子
状
態
の
深
鉢
が
立
っ
た
状
態
で
埋
め

ら
れ
、
北
西
端
に
は
大
き
な
台
石
が
あ
り
ま
し
た
。

　
縄
文
時
代

の
遺
物
は
、

中
期
か
ら
後

期
の
物
が
多

く
見
つ
か
り

ま
し
た
。
他

に
石
鏃
や
剥

片
石
器
、
滑

車 

形
耳
飾

片
、
大
型
石

棒
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
い

ま
す
。


